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有効求人倍率

約1.09倍
求職者1人に対し

1件以上の求人が常にある状態

大阪府との最低賃金差

126円
同じ仕事内容でも

「大阪の方が時給が高い」構造

奈良県の有効求人倍率

人材を確保・定着させる5つのポイント

賃金＋αの工夫
最低賃金+50~100円の設定、各種手当の充実、昇給ルールの透明化

柔軟な働き方の導入
在宅ワーク・時短勤務・フレックス制など、生活スタイルに合う設計

スキルアップ支援体制
資格取得や研修支援を通じて、「ここで働けば将来の賃金が上がる」提示

「働きやすさ」の見える化
残業時間の実数・通勤アクセスの良さ・具体的な職場環境を数字で示す

奈良で働く将来像（キャリア）の提示
地元での安定したキャリアパス、地域貢献性、ワークライフバランスの優位性

奈良の採用は「掛け算」で考える

賃金 働き方 成長 暮らしやすさ× × ×

https://jinzainews.jp/ ☎0744-24-5300

※奈良労働局「労働市場の動き」令和 8年 1月30日（金）公表

採用市場

「求人は出ているが、人が足りない。そして人材は賃金水準の高い地域へ流れる」

奈良県は、全国でも屈指の「採用競争が厳しい市場」です。
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・建設業 (前年同月比14.9％増)
・製造業 (同2.6％増）
・運輸業，郵便業 (同5.9%増)

・医療，福祉 (同9.4％増)
・サービス業 (他に分類されないもの)(同18.9％減) 

新規求人数の増加・減少

この設計と考え方次第で、
「他府県に行かなくても、奈良で働きたい」人材は必ず確保できます

・卸売業，小売業 (同10.6%減)
・宿泊業，飲食サービス業 (同20.8％減) 

フリーペーパー特集
2/8・22号
　【未経験OKのお仕事特集】

※詳細は営業担当までお問合せください

3月14日（土）12時～
奈良県産業会館1階　展示ホール

合同企業説明会

裏面もご覧ください！

https://jinzainews.jp/


少⼦化の影響を受け、⾼卒就職市場は

年々変化しています。

奈良県の雇⽤統計によると、

有効求⼈倍率が約1.10〜 1.16倍と、

求⼈が求職を上回る状況が続いています。

企業側にとっては

「選ばれる⽴場」から「選ばれる努⼒」

が求められる状況です。

採⽤市場のバランスと情報発信の重要性

企業側

選ばれる⽴場

情報発信の努⼒

⾼校⽣側

就職先選択

情報理解の難しさ

ガイドブックの内容

⾼校⽣向けガイドブック

企業情報は「分かりやすさ」がカギ

・写真やイラスト

・実際に働く社員の声

・具体的な1 ⽇の仕事の流れ

といった視覚的‧具体的な情報が、企業理解を⼤きく左右します。
 「仕事内容がよく分からない」 「会社の雰囲気が伝わってこない」といった理由で、応募に
⾄らないケースも少なくありません。

「良い会社」であること以上に、「伝わる会社」であることが採⽤成功のポイントになっています。

⾼卒採⽤市場の今

⾼校⽣は、限られた情報の中で就職先を決めています。そのため、専⾨⽤語や抽象的な表現よりも、

弊社では、⾼校⽣が就職先を検討する際に活⽤される

⾼校⽣向け就職ガイドブックを制作しており、掲載企業を募集中です。

⾼卒採⽤を強化したい、企業の魅⼒をうまく伝えきれていない、将来を⾒据えた⼈材確保に取り組みたい

このような企業様に、ぜひご活⽤いただきたい媒体です。

掲載内容やスケジュール、料⾦等の詳細につきましては、お気軽にお問い合わせください。


